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　この度、1996年度明治大学国際交流基金事業の一環である外国人学識者招請と
いう名目で、ドイツ、オスナブリュック市開発センターの取締役であるヴィルヘル
ム・メームケン氏をお迎えした。同氏は、同年9月27日に来日されその翌月の26日
に離日されるまでの約1ケ月間、日本に滞在され、その間種々の環境保全対に対す
る情報の蒐集、関係者との意見交換、それに各地でドイツでの具体的な情報や技術
の提供を行うと共に、本学に於ては、3回の講演を行った。
　これらの講演の大凡の内容に触れる前に、同氏のプロフィールの概略を手短に紹
介するならば、同氏は1982年10月にハンブルグ大学社会科学部修士過程を終えると
同時に「労働と科学」をテーマとした「テクノロジーネットワーク」に参画してい
る。その後、「地域経済開発のための産業政策と戦略」を研究テーマにオスナブリ
ュック大学大学院にて研究活動を行うと共に、1985年から1986年にかけて「オスナ
ブリュック開発センター（ECOS）」設立に向け、プロジェクトチーム代表とし
て尽力している。同センター設立後はその所長として活躍、その後、同所は1988年
6月に民間会社として再スタートしゼいるが、同氏はこの会社の代表取締役に就任、
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現在に至っている。
　その間、我が国にも度々来られ、環境保全に関わる種々の情報の交換や技術の移
転にも尽力している。
　こうした同氏や、ECOS　GmbHの多くのメンバーらの弛まぬ活動により、環境保全
面で少なからざる恩恵や影響を我が国の多くの地域が受けており、今後も彼等の活
動に期待するところが少なくない。
　さて、ここで、明治大学で実施された彼の各講演会の概略を特にその内容を中心
に報告するのならば、大概次の通りであった。
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　すなわち、第一回の講演は、
　「ドイツ企業の事業活動における環境保全への取り組みとその意義」
と題する内容で、10月1日（火）午後1時より、駿河台校舎（校友センター会議室）
に於て催された。
　この講演会を、特に駿河台校舎で実施した理由は、講演の内容から推して、どち
らかと言えば技術系と言うよりは、文科系の内容に近いとの判断によるもので、
独語の同時通訳入りで行われた。外部からの参加者もあって、講演終了後には質問
や意見交換等が活発に行われ、学生の参加者が少なかった割には、有意義なもので
あった。我が国では未だその域に達していないが、今後の企業運営に際しては、本
講演で取り上げられたような、ドイツでの実例が大いに参考になりうるものであろ
う。
　具体的にはドイツでのゼロエミッションに向けての企業活動に対し、どの様な対
策が為されているか、その背景にある制度や法制面での状況はどうなっているか、
環境保全に向けてのISOとの関係などにも触れていた。またゴミの処理は我が国
と異なり基本的には焼却する方法を採用しないとのことで、焼却場の数はドイツ全
焼却場の数を合わせても50にも満たないとのこと、しかも、その内の大半の炉も稼
働していないとのことである。この件でも我が国の状態と比べてその差の大きさに
改めて驚かされるものであった。
　第二回の講演題目は、
　「都市の環境保全一気候改善対策としての屋上緑化一」
であった。特に農学部の学生には大変興味をそそる内容のものである。その為、こ
の講演は10．目8日（火）午前10時から正午にかけて、生田AVホールで行われ、大
変熱心な農学部大学院生の参加も得られた。この講演会の参加者数は期待したほど
には集まらなかったが、参加者の言によればその内容は大変参考になる面白いもの
であったという評もあり、苦労のし甲斐があったとの感を強くしている。またこの
講演も独語で行われたが、同時通訳が行われたこともあって大変理解し易く、実際
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に屋根に緑化が施された写真も多数示され、その理解を深めた。この講演の内容は
国際交流センターから’97年12月に発行された「明治大学国際交流基金事業招請外
国人研究者講演録No．　6（1996年度）」に詳しく記されているので、ここでの紹介は省
略させて頂くが、もし関心をお持ちなら是非それをご覧頂きたい。
　第三回の講演は第二回と同じく、生田校舎AVホールにて10．目22日（火）午前10
時から正午にかけ英語で同時通訳というかたちで行われた。講演題目は、
　「ドイツの雨水利用の意義」
であり、雨水はどの様な所で利用できるか、雨水利用量の可能性、利用する場合の
装置類の説明、ドイツでの法的状況、それにオスナブリュック市での実例などが紹
介がなされた。
　最近我が国でも毎年のようにどこかで水不足という状況に遭遇し、給水制限等々
の問題が生じているが、そうした状況を勘案すれば、雨水利用の普及・拡大は都市
生活者にとって必要不可欠なものになりつつある。その点、本講演は農学に関係す
る人のみならず、多くの人達にとっても有益なものであったであろう。そうしたこ
ともあって、本講演会には前の2回の講演に比べて、参加者が幾らか多かったと感
じている。
　何れにしろ、メームケン氏によって提供されたこれら様々な情報は何れも環境保
全対策、並びに日常生活上の安全性を高める上で大いに役立つものである。
　現在周知の．ことではあるが、地球環境は国の内外を問わず人類に課せられた重大、
かつ深刻な問題であり、環境教育の一環としてこうした催しがその一助になればと
念願し、かつ、今後こうした催しにはより多くの参加者が得られることを期待しつ
つ、筆を置きたい。
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